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 本研究は、小学校において児童が企業と金融・経済のつながりを理解し、地域経済の活性化を考えられることを目標として、
地方銀行の役割を題材とした授業プランを開発、実践し、考察することでその成果と課題を明らかにするものである。地方銀
行の役割としては、地域経済の活性化を目的に実施されているビジネスマッチングを題材として授業プランを開発した。本研
究の成果としては、地方銀行が行うビジネスマッチングを題材とすることで、概ね児童に企業と金融・経済のつながりを理解
させることができたことが挙げられる。しかし、課題としては地域経済の活性化を児童が考えるところまでには至らなかった
という点が挙げられる1。 
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1. 問題の所在 
 
1.1. 金融経済に関する教育の必要性 
 金融・経済の状況が変化する中で、金融・経済に関す
る知識や思考力を身につけることは必要である。そして、
金融・経済に関する知識や思考力は、消費者としての視
点だけでなく、企業、政府・行政という 3 つの視点か
ら金融・経済とのつながりを考えるべきである。 
 
図１ 本研究における経済の循環の図 
 
 例えば、企業と金融・経済とのつながりを考えてみる
と、消費者から商品・サービスへの支払いとしてお金を
得たり、商品やサービスの生産のためにお金を使ったり
などが挙げられる。また、政府・行政と金融・経済との
つながりを考えてみると、社会保障を受けたり、税金を
支払ったり、金融政策について考えたりすることが挙げ
られる。これら 3 つの視点の内容を早い段階から扱っ
ていく必要があるだろう。 
 
1.2. 学校教育における金融・経済に関する教育の課題 
 では、学校教育においてどのように金融・経済に関す
る教育は取り組まれているのだろうか。 
 ここで、平成 20 年告示の学習指導要領を検討したい。
平成 20 年度告示の学習指導要領で金融・経済に関する
内容についての記述を検討すると、関係のある教科とそ
の内容としては下記の内容が挙げられる2。 
 
  社会科 
  ・食料生産・工業生産に関わって、価格や費用を取 
   り扱う（第 5 学年） 
  ・租税の役割、納税義務などについても取り扱う（第 
   6 学年） 
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  家庭科 
  ・物や金銭の大切さに気付き、計画的な使い方を考 
  える（第 5・6 学年） 
  ・身近な物の選び方、買い方を考え、適切に購入で    
   きること（第 5・6 学年） 
 
  道徳 
  ・物や金銭を大切にする（第 1・2・3・4・5・6 
   学年） 
 
 この内容をみると、確かに小学校で金融・経済に関
する内容を扱う記述は高学年に偏っている。また、そ
の内容としては、消費者と金融・経済とのつながりや、
政府・行政と金融・経済とのつながりを扱う内容が多
く、企業と金融・経済とのつながりはあまり扱われて
いないと言えるだろう。例えば、家庭科や道徳におけ
る「物や金銭の大切さに気付き、計画的な使い方を考え
る」、「身近な物の選び方、買い方を考え、適切に購入
できること」、「物や金銭を大切にする」という内容は、
消費者として計画的に買い物をすることや、お金を銀
行に預金することが扱われることが多い。社会科にお
ける「租税の役割、納税の義務などについても取り扱
う」という内容は、政府・行政としてのお金の使い方の
義務を学んでいることになるだろう。一方、企業と金
融・経済とのつながりについてみてみると、社会科で
の「食料生産・工業生産に関わって、価格や費用を取り
扱う」という内容は産業学習の中で扱われているが、生
産者として価格や費用を考えることは、企業と金融・
経済のつながりを扱っているとはいい難い。図 1 で挙
げるように企業と金融・経済とのつながりは、企業と
金融機関、企業と消費者、企業と政府・行政という組
み合わせが考えられる。しかし、産業学習では、企業
と家計、企業と政府の話にとどまっており、金融機関
と企業のつながりを扱うことはない。例えば、日本文
教出版の 5 年生の社会科の教科書3での農家の話として
下記のような記述がみられる。 
 
 日本では、55 年ほど前から、農作業に機械を使
うようになりました。今では、ほとんどの作業が
機械でできるようになったので、昔と比べると、
農作業にかかる時間も短くなりました。 
 しかし、機械には 1 台が数百万円もするものも
あり、また、燃料代や修理代も必要になります。
そこで、少しでも収入を多くして、農作業にかか
る費用にあてるために、機械を効率的に使って、
ほかの農家の農作業をうけおう農家もあります。 
 また、地域の生産組合で機械を買って、協同で
作業する人たちも増えてきています。 
 
費用についての扱いは、このように生産者が生産段階
において、どのように農作業にかかる費用をおさえたり、
かかる費用のために収入を多くしたりするのかという
話となっている。これは、企業がお金を得るため、使
うための工夫ではあるが、実際にその例が用いられて
いるわけではなく、企業と金融・経済のつながりを扱
う内容となっているとは言えないだろう。また、「地域
の生産組合」という記述はみられ、中には農協（JA）
として、記載されていることもあるが、JA バンクなど
の金融機関についての説明や事例は特に扱われている
わけではないため、企業と金融経済のつながりを扱っ
ているとは捉えられないだろう。 
 これまでみてきたことから、小学校では消費者、政
府・行政を中心とした企業と金融・経済のつながりを
扱う内容が多い。金融・経済に関する教育の中で、企
業と金融・経済のつながりをより積極的に扱っていく
必要があるだろう。 
 
2. 先行研究・実践の検討 
 
2.1. 官民による金融・経済に関する教育の取り組み 
 金融・経済に関する教育と言っても、様々な教育がみ
られる。金融・経済に関する内容を教えることを目的と
している教育として、金融教育、金銭教育、経済教育、
消費者教育、投資教育を金融・経済に関する教育と捉え
ることとする。この他、起業家教育、法教育なども金融
経済に関する教育と捉えられることもあるが、起業家教
育、法教育は第一の目的が金融・経済に関する教育を行
うことではないため、金融・経済に関する教育とは捉え
ないこととする。 
 このような官民が取り組む金融・経済に関する教育の
内容をみても、消費者や政府・行政の視点の内容が中心
に扱われており、企業と金融・経済のつながりを扱う内
容はほとんどみられない。これには、官民による取り組
みは多重債務問題や、金融トラブルの多発という事態を
受けて、消費者保護の観点から、金融教育、金銭教育、
経済教育、消費者教育を実施しているという背景が挙げ
られるだろうが、企業と金融・経済のつながりを扱う内
容を検討する必要がある。 
 
2.2. 全国銀行協会による銀行員の立場で考える先行教
材の検討 
 先行研究として、企業と金融・経済のつながりを扱う
全国銀行協会の教材がある。この教材では、小学校高学
年を対象としており、銀行員の立場に立って融資という
仕事を考えることで企業と金融・経済のつながりを考え
ることの有効性が授業実施後の児童の感想からみられ
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た。一方、この教材ではフィクションのストーリで授業
が展開されるため、児童にとってはきれいごととなって
しまう可能性がある。授業には実例を取り入れる必要が
あるだろう。また、銀行の仕事が融資のみ扱われており、
一面的になってしまっているという課題もある。 
 
2.3. 小学校における地方銀行を題材とした授業の可能
性 
 そこで、本節ではどのような銀行の役割に着目し、実
例を取り入れることが考えられるのかを検討したい。 
 まず、銀行の役割についてみていこう。銀行の役割は
様々あるが、大きく分けて 3 つの「預金」、「貸出4」、「為
替」という業務がある。そして、銀行は「預金」で集め
たお金を「貸出」として企業や人々に貸し、返済の際に
得られる利息で利益を得ている。授業で銀行を扱う際に
は、この三大業務をおさえる必要があるだろう。そして
「預金」として扱ったお金を「貸出」していることを児
童が理解できるようになることが必要である。 
 では、どのような銀行を対象とすると、このような銀
行の役割を児童が考えやすくなるのだろうか。例えば、
金融機関には、銀行、信用金庫、信用組合など様々な種
類の金融機関が存在する5。さらに銀行の中にも普通銀
行、信託銀行6があり、普通銀行の中にも都市銀行、地
方銀行、第二地方銀行などがある7。 
 都市銀行と地方銀行については、法律上は明確な違い
はないものの、首都圏や関西圏を中心に広域展開してき
た銀行を都市銀行、ひとつの県を主力市場として展開し
てきた銀行を地方銀行と区別することが多い8。大庫
（2009）が「地銀は地元経済にコミットし、地元企業
の育成に協力していくことが求められている」と指摘す
る9ことからも、地方銀行は都市銀行に比べて、中小企
業などの地元企業との関係が深いと考えられる。このよ
うに三大業務は同じであっても、その対象となる地域や
企業によって様々な種類に分類できる。では、児童にと
ってどのような銀行だと銀行の役割が考えやすくなる
のだろうか。 
 ここで、地方銀行の役割に着目して考えてみたい。地
方銀行は大庫の指摘にもあるように、三大業務を通して
地元企業の育成に協力し、その地域の経済を活性化させ
るという役割がある。このため、児童にとっては、広域
展開している都市銀行よりも、地元企業の育成や地域経
済の活性化を行う、地方銀行の方がより身近であり、役
割をイメージしやすいと考える。もちろん、地元という
点では、信用金庫や信用組合も身近であると考えられる
が、信用金庫や信用組合の場合は、預金や貸出の対象が
会員のみとなり、対象範囲が限られているので児童が理
解するにはわかりづらいものになってしまう可能性が
考えられる。 
 また、地方銀行の役割を実例とすることで、3･4 年生
の社会科での地域学習、5 年生の社会科での産業学習の
内容と絡めながら、地方銀行の役割を紹介することも可
能になると考えられる。これらを踏まえて、本研究では
地方銀行の役割を題材として、児童に企業と金融・経済
のつながりを理解させることを授業の目標としたい。 
 
3. 研究の目的と方法 
 
3.1. 研究の目的 
 本研究では、小学校において児童が企業と金融・経済 
のつながりを理解し、地域経済の活性化を考えられるこ 
とを目標として、地方銀行の役割を題材とした授業プラ 
ンを開発、実践し、考察することでその成果と課題を明 
らかにする。 
 
3.2. 研究の方法 
  本研究は、以下の手順で進める。 
（１）授業プランの開発 
（２）授業プランの開発に向けた事前授業の実施 
（３）児童への事前質問紙調査の実施 
（４）授業プランの実施 
（５）児童への事後質問紙調査の実施、担当教諭へのヒ
アリングの実施 
（６）研究の成果と課題の考察 
 
4．授業プランの開発 
 
4.1．授業で扱う地方銀行の役割について 
 では、具体的に地方銀行の役割としてどのような実例
を扱うことが考えられるのかを検討したい。ここでは、
筆者が住む千葉県の地方銀行である、千葉銀行を取り上
げ10、千葉銀行が取り組んでいるビジネスマッチングの
実例をみていくこととする。 
 千葉銀行は、千葉県の産業の発展に寄与する活動を積
極的に展開しており、2010 年「成長ビジネスサポート
室」を発足した。地域密着型金融・地域振興推進の観点
から、取引先中小企業のビジネスサポートをするためで
ある。千葉銀行は千葉県の大きな特徴について「千葉県
が人口流入県11」、「全国有数の農業県であり海産資源に
恵まれている12」の 2 点を挙げている。一方で、千葉県
の課題として、県民の高齢化や農林漁業者の減少という
点も挙げている。このような状況の中で、地域経済の活
性化のために、これまでにないビジネスモデルを掘り起
こし、あらゆる分野の経営課題の解決をサポートするこ
とを「成長ビジネスサポート室」発足の目的としている
のである。 
 その成長ビジネスサポート室は「医療・介護」「観光」
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「ものづくり」「PFI13」「ベンチャー」「農業」「環境」
「国際業務」という 8 つの分野を対象としている14。そ
こで、この 8 分野の中の「農業」と「観光業」へのビ
ジネスマッチングの取り組みについて、筆者は千葉銀行
の成長ビジネスサポート室の担当者にヒアリングを行
った15。 
 千葉銀行は農業に対しては、農業ビジネスサポートと
して、ビジネスマッチングをしている。具体的には千葉
銀行と元々取引のある農家と、その農家が生産した農産
物を必要とするレストランなどの飲食店や小売業をは
じめとする、企業や事業者をマッチングするのである。
つまり、農家の販路先支援をしていると捉えられる。そ
して、ビジネスマッチングをする際には、銀行に集まっ
た情報16を活用している。紹介する方法としては、二者
を引き合わせることもあるが、商談会として二者が自由
にお互いの商品を知ることができる場を設けることも
している。 
 観光業についても、観光業ビジネスサポートとしてビ
ジネスマッチングを行っている。具体的には取引のある
旅行会社や千葉県内の観光施設等に両者を紹介すると
いうことである。例えば、千葉銀行が千葉県内の観光施
設や観光地、特産物を販売するお店を紹介することで、
旅行会社がその観光資源を生かしたツアーを新商品と
して組むということがある。また、鉄道会社が駅の中の
空いているスペースを利用して千葉県の物産展を実施
することを企画し、その物産展に出店する千葉県内の特
産物を売っている方を千葉銀行が紹介するということ
もある。そして、この観光業でのビジネスマッチングに
おいても、銀行だからこそ集められる県内各地域の様々
な企業や事業者の情報を収集し、旅行会社のニーズが合
うよう、マッチングを考えているということであった。 
 千葉銀行がこのような取り組みを行っている理由は
次の 2 点である。 
 1 点目は、地方銀行として地域の産業を支えていく必
要があるという点である。この理由の背景としては、千
葉銀行にとって千葉県の仕事の支援をすることが地方
銀行としての役割の一つであり、それは地方銀行が社会
において果たす役割であることが挙げられる。そして、
その役割を果たすことで、この銀行にならお金を預けた
い、お金を借りたいと地域の人々に信用してもらうこと
が大切であるということである。 
 2 点目は、農家の方に販路先を紹介したり、旅行会社
と観光業者をマッチングしたりすることで、両者の事業
規模の拡大や新規事業の立ち上げとなった際に、千葉銀
行からお金を借りて欲しいという点である。銀行にとっ
ての大きな収入源は、貸出の際の利息である。地方銀行
である千葉銀行が収入を得るには、千葉県内の企業や
人々にお金を貸し出し、その利息を得なければならない。
企業や人がお金を借りる時というのは、新たなことを始
めようとするときや、ある程度の収入の見込みがあると
きだと考えられる。このため、千葉銀行は千葉県の農業
や観光業に今後の成長の見込みをみて、ビジネスマッチ
ングの支援を通して千葉銀行の利益につなげようとし
ている。しかし、この点については、貸出業務に必ずつ
ながらなくても構わないと考えているようであった。ビ
ジネスマッチングを通して千葉県内の農業や観光業の
支援をすることで、まずは地域の人々から感謝され、信
用されることが重要であると考えているようである。 
 このように千葉銀行が、千葉県内の様々な企業や事業
者の情報を活用しながら、ビジネスマッチングを行って
いることを題材とすることは、地方銀行としての役割を
果たすものであり、企業と金融・経済とのつながりを考
えるにあたり適当ではないかと考える。理由は 3 点あ
る。 
 まず、1 点目はこのビジネスマッチングを題材とする
ことで、銀行が企業にお金を貸し出していることを児童
に伝えることができ、企業と金融・経済とのつながりを
理解させることができると考えるからである。ビジネス
マッチングを題材とするには、三大業務を説明する必要
があり、さらに貸出とビジネスマッチングのつながりを
説明する必要がある。このため、ビジネスマッチングを
扱うことで児童は、千葉県の農家や観光業者と銀行が貸
出という業務を通してつながりがあることを知ること
ができるだろう。 
 2 点目はビジネスマッチングを扱うことで企業と企
業の仕事のつながりも扱うことができるからである。ビ
ジネスマッチングを扱うことは、例えば、農業であれば、
農家とレストラン、観光業であれば、旅館と旅行会社と
いうように、企業と企業の仕事のつながりを扱うことが
できる。そして、これは地域の仕事の話であり実例を扱
った話なので、児童にとってより身近で考えやすい企業
と企業のつながりとなるだろう。 
 3 点目は、銀行が三大業務、特に貸出につなげること
ができるようビジネスマッチングに取り組むという新
しい地方銀行の試みを児童に伝えることができるから
である。現在、金融・経済の状況は変化しており、金融・
経済に関する知識、思考力はその時代に合わせて自ら考
えていく必要があるだろう。千葉銀行がビジネスマッチ
ングに取り組む背景には、これまでのように「預金」、
「貸出」、「為替」を中心とする業務をするだけでは、銀
行の貸出業務にはつながりにくく、銀行が業務を進める
ためには、ビジネスマッチングに取り組み地域経済を活
性化させなければならないと捉えることができる。これ
は、現在の銀行の課題解決のための取り組みと捉えるこ
とができる。宮原（2009）は小中学校の新学習指導要
領における経済教育の諸課題とそれらに対する提案を
小学校における地方銀行の役割について考える授業の開発 
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述べる中で、「時代課題性の大切さについて認識を共有
することおよびその教材化を工夫すること」が必要であ
ると述べている17。また、「子どもにとって興味や関心
のある学習内容とは、生活体験と結びついたり現在解決
が迫られたりしている事例である」とも述べている18。
時代課題性のある内容を小学生に教えることは難しい
と考えられるかもしれないが、この地方銀行が取り組む
ビジネスマッチングであれば、地域の仕事や地域の人々
に着目することで、考えていくことができるのではない
だろうか。 
 
4.2．授業開発の視点 
 これらをふまえ、授業では児童が地域経済の活性化
に向けて、銀行員の立場でビジネスマッチングを考える
ことができるようになることを目標とする。 
 この目標達成のため、授業では、①銀行の三大業務を
知る、②銀行の収入を知る、③地方銀行としての役割を
知る、④銀行の種類を知る、⑤銀行が情報を扱っている
ことを知る、⑥千葉銀行からみる千葉県の産業と特色を
知る、⑦千葉銀行が行うビジネスマッチングの事例を知
るという 7 点をおさえることとする。 
 また、上記の７点の内容を授業に取り入れる際、どの
ような方法で進めていくべきなのだろうか。この授業で
は、児童に伝える内容が多く、話をきくだけになりやす
いことが予想される。また、銀行は児童によって関わり
がある場合とそうでない場合が考えられるので、なるべ
く想像しやすいように、視覚的にわかりやすくする必要
があると考えた。そこで、授業方法の工夫として、①銀
行の三大業務の説明を穴埋めクイズで行う、②千葉銀行
が扱う千葉県の情報を「ひみつの文書」とし、千葉県の
特徴をおさえる、③ビジネスマッチングについて考える
体験活動を取り入れる、④ゲスト講師を招く、⑤銀行の
イメージを共有する映像教材を用いるという 5 点を取
り入れる。 
 これらをふまえ、農業でのビジネスマッチングを題材
とした 2 時間の事前授業を実施した。授業の目標、実
施した学校および児童については下記の通りである。 
 
 
 
＜1 時間目＞ 
銀行の三大業務とビジネスマッチングの関係を理解す
る。 
＜2 時間目＞ 
銀行には情報が集まることを理解し、ビジネスマッチン
グを考える。 
 
4.3．事前授業の課題 
 授業の目標を達成するために扱っていた②銀行の収
入を知る、③地方銀行の役割を知る、④銀行の種類を知
るという 3 点の内容の改善が必要である。 
 また、今回の事前授業を通して、目標である「企業と
金融・経済のつながりを理解し、地域経済の活性化を考
えることができるよう、授業では銀行員の立場でビジネ
スマッチングを考えることができるようになること」と
いう点が達成されたのか検討する。まず、企業と金融経
済のつながりについては、感想の中で「農業と銀行につ
ながりがあるとは思わなかった」、「銀行の人が農業の人
の相談にのっている事を知った」、「銀行と農業に関係が
あることがわかった」という記述がみられる。このよう
な銀行と農業のつながりについて記述している児童は、
11 人みられた。このことより、地方銀行のビジネスマ
ッチングを通して、企業と金融・経済とのつながりを伝
えることは、可能であると考えられる。しかし、銀行の
収入、種類、地方銀行の役割が理解されていないので、
ビジネスマッチングを考えることはできても、ビジネス
マッチングすることでどうなるのか、なぜ千葉銀行がビ
ジネスマッチングを行っているのかという点は理解さ
れておらず、地域経済の活性化を考えるという点は達成
されたとは言えないだろう。これらの教育内容と方法で
は、銀行員の立場で地域経済の活性化を考えることは難
しいと思われる。そこで、銀行員の立場で地域経済の活
性化を考えることができるよう、内容と方法を再検討す
る必要があるだろう。 
 
4.4．授業プラン 
 この事前授業の実施結果から、①授業時間を 4 時間
にし、扱う内容を農業と観光業におけるビジネスマッチ
ングにする、②なぜ千葉銀行がビジネスマッチングをす
るのかを考えさせる、③ビジネスマッチングをするとそ
れぞれの人にとってどのような良いことがあるのかを
考えさせる、④ビジネスマッチング体験では、必ずマッ
チングすることでどのようなことが起こり、どのような
良いことがあるのかを考えさせる、⑤地方銀行と都市銀
行の違いを扱いながら地方銀行の役割を知る、⑥銀行が
なぜビジネスマッチングできるような情報をもってい
るのか考えさせるという 6 点について改善を行った。
その結果、4 時間の構成は下記のようになった。 
 
 
 
 
 
実施校：千葉県富里市内の小学校（公立）
対象：5年生（33 名） 
科目：総合的な学習の時間 
人文社会科学研究科研究プロジェクト報告書 第 262 集 
24 
 
時数 目標及び内容 
１時間目
 
「銀行の三大業務とビジネスマッチングの関係を理解
する」 
・銀行の三大業務を理解する。 
・ビジネスマッチングによるそれぞれの利益について
考える。 
・銀行がどのように収入を得ているのかを理解する。
・銀行は預かったお金を貸し出していることを理解す
る。 
・銀行には種類があり、地方銀行はその地域の産業を
支援していることを理解する。 
２時間目
 
「銀行には情報が集まることを理解し、ビジネスマッ
チングを考える」 
・銀行には様々な情報が集まることを理解する。 
・千葉銀行は千葉県の農業と観光業の支援をしている
ことを理解する。 
・ビジネスマッチングを体験し、マッチングすること
によるそれぞれの人のメリットを考える。 
３時間目
 
「千葉銀行の観光業への取り組みを知ろう」 
・千葉銀行の観光業への取り組みを理解する。 
・観光業でのマッチングの際に、それぞれにどのよう
な利益があるのかを考える。 
・千葉県の観光資源としてどのようなものがあるのか
を考える。 
４時間目
 
「銀行員の立場になって、千葉県の産業の課題をふま
え、イベントを考えよう」 
・千葉銀行の取り組みを知り、自分たちで千葉県の農
業や観光業の課題をふまえ、イベントを考える。 
・自分たちが考えたことを発表する。 
・地方銀行としての千葉銀行の取り組みをふりかえる。
 
5．授業の実際と考察 
 
5.1．授業の実際 
 授業プランを実施する学校および児童については下
記の通りである。計 4 時間の授業を平成 24 年 10 月 12
日と 19 日に分け、2 時間ずつ実施した。 
 
 
 
 1 時間目は、授業者が自己紹介をした後、銀行につい
てどのようなイメージがあるのかを確認するため、「銀
行に行ったことある人？」、「どんなときに銀行に行った
ことがありますか？」という質問をした。それぞれの児
童が「お金を預ける」、「お金を借りに行くとこ」などと
答えた。 
 ここで、授業者は銀行に対して、児童の中である程度
のイメージができたと捉え、特別ゲストとして銀行の人
（以下、ゲスト講師 1）に授業に来てもらっていること
を伝え、ゲスト講師 1 も児童に対して自己紹介を行っ
た。授業者が「銀行の仕事って一体なんだと思います
か？」と質問した。すると、「お金を管理するところ」、
「金庫」と答えた。そこで、ゲスト講師 1 から銀行の
仕事には様々あるが、大きくわけると 3 つあり、三大
業務と呼んでいることを伝えた。これを受けて、授業者
が三大業務のクイズとして預金、貸出、為替という仕事
を確認した。 
 三大業務の仕事を確認した後、どの業務もお金に関わ
る仕事であることを確認しながら、三大業務に関連して
銀行が人と人を結びつけることも行っていることを伝
え、事例を児童に示した。1 人目は養豚農家で豚のおい
しさを分かってくれる人に豚を売りたいと思っている
こと（花澤さん）、2 人目は料理人で千葉県のおいしい
食材でおいしい料理をつくりたいと思っていること（山
口さん）を確認し、「なぜ千葉銀行は花澤さんと山口さ
んを結びつけることをしたのだろうか？」と言い、ワー
クシートを配布した。そこで、授業者は千葉銀行が結び
つける背景には何か結びつけることでそれぞれに良い
ことがありそうなことを伝え、花澤さん、山口さん、千
葉銀行にとってどんな良いことがあるのかをまわりと
話し合いながら考えることを伝えた。児童は花澤さんに
ついて、「豚肉のおいしさをわかってもらえる」、「自分
が一生懸命育てた豚が買ってもらえて、自分は育てたお
いしい豚で料理をしてくれる」と述べた。山口さんにつ
いては、「千葉県産のおいしい豚肉がもらえてうれしい」、
「（みんなに）千葉県でとれた料理を食べてもらえる」
と述べた。銀行にとって良いことは、「山口さんが銀行
にお金を貸して、その借りたお金で山口さん花澤さんの
豚を買える。で、花澤さんは豚を買ってもらえてうれし
い。それが続くことで、二人はつながるから、結びつく
からそれは良いこと」と述べた。ここで、授業者が「銀
行はお金を貸すことでどういいのかな？」と質問すると、
「花澤さんと山口さんが売り買いするお手伝いをして
いるから二人に感謝される」と述べた。この他に「花澤
さんは豚を買ってもらえた利益を預金してもらえる」と
銀行に取って良いことを述べた。 
 意見を出すのはここまでとし、銀行にとって良いこと
は一体何かをゲスト講師 1 から解説をしてもらった。
銀行にとって良いこととは売上があがることであり、銀
行に取っての収入は利息と手数料であるため、これらが
増えることが銀行にとって良いことであると伝えた。そ
して、収入の割合としては利息の方が高いことを伝えた。
すると、「お金を貸すと銀行の収入につながる」という
実施校：千葉県市原市内の小学校（公立）
対象：6年生（35 名） 
科目：総合的な学習の時間 
小学校における地方銀行の役割について考える授業の開発 
 
25 
 
意見がでた。この後ゲスト講師 1 より、花澤さん、山
口さんを結びつけることでそれぞれの事業が拡大する
可能性があり、その際に銀行の貸出業務につながり銀行
は利息として収入をえることができたと伝えた。 
 一方で千葉銀行は、必ずしも貸出につながらなくても
人と人を結びつけることはすごく大事であることを伝
え、銀行には種類があることを伝えるとともに、それは
地方銀行としてその地域の会社や人々を結びつけるこ
とで、その人たちの収入があがるように支えていくこと
が大切であることを伝えた。そして、授業のまとめをし、
授業を終了した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 2 1 時間目の授業の様子 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 3 1 時間目の授業の板書 
 
 2 時間目では、授業者が疑問に思っていることとして、
「なぜ銀行は花澤さんや山口さんの思いをしっていた
のだろうか？」という発問をした。すると「たぶん（銀
行員が）その人のところに一回行って、この人のところ
がいいよとかそういうのをちゃんと教えてる」という意
見や「逆で、花澤さんと山口さんが相談しに行ったんだ
と思いました」という意見が出た。これに対し、他の児
童のうち数名も「同じです」と述べた。そこで、授業者
から「なぜ千葉銀行は花澤さんや山口さんのおもいを知
っていたのか」について考えていくことを伝え、ゲスト
講師 1 に解説してもらう。ゲスト講師 1 は、まず銀行
は業務上、そういうおもいを知っていなければならない
理由と、知っていたいという思いがあることを伝えた。
そして銀行の貸出資金の多くは、預金からまかなわれて
いることや銀行はお金が余ったり、足りなかったりした
人の情報を知りたいことを伝えながら、解説した。授業
者は理由が 2 つあることを確認し、1 つ目として、銀行
は花澤さんや山口さんのおもいのような情報を知って
いなければならないこと、2 つ目としては、銀行の預金
業務や貸出業務につなげるために銀行はお金について
困っている人の情報を知っていたいということを黒板
に書きながら確認した。また、授業者は銀行の仕事とし
てお金を扱うだけではなく、情報も大切にしていること
を確認した。 
 ここでいろいろな情報が集まり、その情報をまとめた
特別な極秘文書を千葉銀行から持ってきており、読みと
いてもらいたいことを伝えた。読み取り用のワークシー
トの空欄にどんな言葉が入るのか一つずつ児童に発表
させながら答え合わせをした。極秘文章の最後に千葉銀
行が農業ビジネスサポートと観光業ビジネスサポート
に注目していることを確認し、農業ビジネスサポートの
担当者にも授業に来てもらっていることを伝え、前に登
場してもらった。（以下ゲスト講師 2） 
 ゲスト講師 2 には自己紹介のあと、ビジネスマッチ
ングの説明をした。その後、ビジネスマッチングを行う
際に気をつけていることとして、それぞれの人の相談を
よくきいて、結びつけることで本当にそれぞれの人達に
とって仕事がよくなるように結びつけていることを話
した。 
 この点をふまえて、みかん農家やねぎ農家の実例を取
り入れながら、児童にもビジネスマッチングを考えても
らった。 
 3 時間目では、1 時間目で扱った授業の事例を復習し
た。そこで、観光業に対して行っているビジネスマッチ
ングの事例を紹介し、ビジネスマッチングをすることで
どのような良いことがあるのかを考えさせた。その後、
観光業ビジネスサポートをしている銀行員をゲスト講
師（以下、ゲスト講師 3）として招いていたので、ゲス
ト講師 3 からビジネスマッチングをなぜしているのか、
観光業とはどのような仕事なのかを解説した。 
 その後、千葉県に観光に来る人が減っているという現
状を児童に伝えた。そこで、他の県の人が千葉県に来た
いと思うようなイベントを児童に考えてもらいたいこ
とを伝え、各班に旅行会社、千葉県内で観光業に関わる
人のおもいなどをふまえて、イベントを考えるための時
間とした。 
 4 時間目のうち、半分以上の時間は班ごとに話しあう
時間とし、20 分程度で各班で考えた内容を発表した（図
4）。 
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図 4 児童が考えたイベントの例 
 
5.2．授業の考察 
 授業全体を通して、授業の目標である「千葉銀行の銀
行員の立場でビジネスマッチングを考えることができ
る」ことが達成されたのかを検討したい。そこで、この
目標を達成するために授業内容としてとりいれた 7 点
を達成することができたのかを授業実施前後の質問紙
調査や授業の様子などから分析する。その結果、①銀行
の三大業務を知る、④銀行の収入を理解する、⑥銀行は
情報を扱っており、千葉銀行には千葉県の様々な情報が
集まることを理解することについて児童は達成するこ
とができたと考えられる。しかし、②なぜ千葉銀行がビ
ジネスマッチングをするのかを理解する、③ビジネスマ
ッチングをすることによる農家や事業者、千葉銀行にと
っての良いことを考えることができる、⑤銀行には種類
があり、千葉銀行には地方銀行としての役割があること
を理解する、⑦銀行員の立場でビジネスマッチングを考
えることができるについては、課題が残る結果となった。
銀行員の立場で千葉銀行に集まる情報を使って、ビジネ
スマッチングを考えることは、できたといえるだろう。
しかし、農業ビジネスサポートとしてのビジネスマッチ
ングの体験については、ワークシートの再検討が重要で
ある。また、観光業ビジネスサポートでは、千葉県全体
の観光を考えるよりも、児童が知っているような地域の
観光資源を利用してより範囲を限定した上で、イベント
を考えてもらう方がよかっただろう。この点は目標に関
わる重要な点なので、どのようにビジネスマッチングを
体験させるのか、検討を進めていきたい。 
 
6．成果と課題 
 
6.1. 研究の成果 
 地方銀行の役割、本研究においてはビジネスマッチ
ングを題材とした授業プランを通して、児童が企業と金
融・経済のつながりを理解し、地域経済の活性化を考え
られたのかを検討したい。まず児童が企業と金融・経済
のつながりを理解することができたのかをみていく。授
業実施後の感想をみると、「銀行はお金を預かって、人
に貸したりしているだけかと思っていたけれど、物を売
ったり買ったりする人を結びつけている事もしていた
ので役立つ仕事だなと思いました」という記述や、「銀
行についてで、私はお金をあずかったり、かしたり返し
たりするだけだと思いました。でも人と人をつなぐこと
を聞いてすごいと思いました」という記述がみられる。
また、授業実施 1 ヶ月後のアンケートの「地方銀行は
その地域の様々な仕事とつながりがあると思う」という
質問に対し、「深いつながりがあると思う」22 名、「少
しつながりがあると思う」10 名、「ほとんどつながりが
ないと思う」1 名という結果になった。小学生が企業と
金融・経済のつながりを理解することは概ねできたと言
えるだろう。 
 次に、地域経済の活性化を考えることができたのかに
ついてみていく。児童がビジネスマッチングを通して地
域経済の活性化を考えるとは、すなわち、ビジネスマッ
チングをした結果、マッチングされる二者と千葉銀行に
とっての収益につながるのかどうかを考えるというこ
とであった。このことについて、授業プラン 1･2 時間
目のビジネスマッチングの体験活動では、マッチングを
した結果どうなるのかを考えられている児童とそうで
ない児童がみられる結果となった。また、授業プラン
3・4 時間目のビジネスマッチングの体験活動では、銀
行員としての立場でなく児童の立場でビジネスマッチ
ングを考えていた。これらのことから地域経済の活性化
を考えるという点は課題が残る結果となったと言える
だろう。 
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 しかし、これまで、小学校段階では、消費者、政府・
行政と金融・経済のつながりを扱う授業が中心に取り組
まれていた。本研究において、地方銀行が行うビジネス
マッチングを題材とし、銀行員の立場でビジネスマッチ
ング体験をすることを通して企業と金融・経済とのつな
がりを理解することができることを明らかにしたこと
が、本研究の成果と考えられるだろう。 
 
6.2．研究の課題 
 課題としては 2 点考えられる。 
 1 点目は、本授業では児童が地域経済の活性化を考え
るには至らなかったという点が挙げられる。その原因と
しては、銀行員の立場になりきって考えることが、でき
ていなかったということが挙げられるだろう。この課題
解決のための方法としては、銀行員の立場になりきれる
よう、演出を工夫するという点が考えられる。例えば、
ミッションを与える際に、ゲスト講師からミッションを
伝える、銀行員となりきるためのアイテムとして情報を
提供するなどである。また、ゲスト講師を上司、児童を
部下として、ミッションを銀行の仕事であることを実感
できるよう演出し、必ず時間内に考えをまとめて発表さ
せるようにすることが考えられる。この他の方法として
は、全員で銀行員の立場となるのではなく、3 つの立場
に分かれて、ビジネスマッチングを考えるということも
考えられるだろう。例えば、農業ビジネスサポートとし
てのビジネスマッチングであれば、レストラン、農家、
銀行員という 3 つの立場に分かれてビジネスマッチン
グを考えるということである。そうすることで、地域経
済の活性化を考えることにつながると考えられる。 
 2 点目は、地方銀行の役割を教える際の題材の工夫で
ある。本研究においては、地方銀行の役割としてビジネ
スマッチングを扱い、児童に企業と金融・経済のつなが
りを理解させ、地域経済の活性化を考えさせた。しかし、
地方銀行の役割としてビジネスマッチング以外の実例
も考えられる。ビジネスマッチング以外の実例を題材と
した授業の可能性も検討していく必要があるだろう。 
 これらの点については、今後の課題とし、検討を進め
るよう励んでいきたい。 
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